
 

 

 

 

 

恒久の平和を願う日本 
 

 昨年の８月に、北海道の代表団として原水禁

世界大会に参加する機会をいただいた。会場に

は、世界中からたくさんの平和を願う人たちが

集まって来ていた。大会では、様々な核兵器廃

絶や平和維持を訴える発言があった。その中で

も最も心を動かされたのは、「平和大行進」で

ある。全国を徒歩で歩きながら核兵器廃絶を訴

える草の根平和運動である。その歴史は古く、

１９５８年から毎年続いて６０回目になる。    

みなさんは、気持ちを切らさず同じ事を

６０回続けることができますか？ 

 稚内にも、恒久の平和を願い「稚内市子育て

平和記念の灯」が行われている。このイベント

は、もともと浜辺で行っていたものを、場所を

変えて行っているということを、主催者の但田

先生から聞いたことがある。今年で１３回目と

なるが、美しい灯籠の影には、このことを伝え

ていく後継者不足も現実問題としてある。   

では、平和を願うあなたが、引き継いでこ

の取り組みを維持していきますか？ 

 戦争経験者として、平和を訴えていく人々の

数が減っていく中、日本が関わった戦争はます

ます教科書の１ページにすぎないものになっ

ている。平和は、願うだけではいけないと思う。

実際に、小さくてもいいので、なにか行動にお

こすことが必要だと考える。私は、来年度平和

行進に参加する予定だ。 
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